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概念（concept）とは、それ自体は形をもたないものに与えられた名辞（名前）である。多くの場

合概念は、異なる個別の事象を何らかの基準で分類し、類似したものをまとめたカテゴリーに対して

与えられる。たとえば「動物」という概念は、自力で動き回る生物、という条件にあてはまる生物た

ちのカテゴリーに対して与えられる概念である。しかし「動物そのもの」の実体は形をもたない。

また概念は、ある種の機能や目的を共有する事物の一定の範囲に対して与えられることもある。「大

学」は高等教育や研究を行う機能や、そのために用意された建物や資源をさす概念で、大学という概

念で指し示される事物は無数に存在するが、「大学そのもの」はどこにも存在しない。同様に、動作

や状態、関係や心的活動の一定のカテゴリーや範囲を指し示すために無数の概念が存在する。もちろ

ん、概念ということばも概念のひとつである。

構成概念（construct）とは、概念のうち、思考や研究の便のために人為的に設定（構成）される

概念である。日常的に用いられる自然な概念であっても、研究等の用のために特別な定義が与えられ

たり、定義が限定されたりする場合には、それも構成概念である。

性格（character あるいは personality）という概念は日常概念由来であり、日常的にはあまり明確

な定義や意味の範囲を限定せずに用いられている。しかし心理学において構成概念として用いられる

際には、ある程度明確な定義が与えられないと、議論ができない。ところが、心理学全体で同意され

た性格の定義が存在するかというと、実際には性格やそれに関係する概念では、多くの場合研究者の

志向性や研究目的によって、その定義に大きなヴァリエーションがある。

 オルポートは神学や哲学など多くの学問および心理学におけるパーソナリティの定義を 50 種類挙

げて、それらの内容が実に多岐にわたることを指摘している。性格をどのように定義するかは、論理

的な営みというよりむしろ、その研究者の性格観や、より大きな人間観、世界観の表現であるようだ。

じっさい依田新は、「性格とは何かという問いは“ひと”とは何かという問いとほとんど等しい」と

述べているという。

 本書では、あえて性格観や人間観、世界観を持ち込まずに、このあとの議論を明確にすることだけ

を目的に、性格ということばが現実に指し示しているもの（概念のレファレント）の最大公約数を具

体的に示すことによって性格を定義する。すなわち性格とは、「人がそれぞれ独自で、かつ時間的・

状況的にある程度一貫した行動パターンを示すという現象、およびそこで示されている行動パターン

を指し示し、表現するために用いられる概念の総称」である。

性格概念（personality constructs）とは、先の性格の定義で述べたような、個人が示す独自で、か

つ時間的・状況的にある程度一貫した行動パターンを指し示す構成概念、ならびにそうした個々の行

動パターンを統合した上位概念のことである。

 ただし、性格概念はそうした行動パターンを構成する行動そのものを指すことばではなく、それら

を抽象化した概念である。性格概念は、性格という「現象」を指し示すだけのために用いられること

もあるし、人間の内部にあって性格という現象を引き起こすような実体を指し示すために用いられる

こともあるが、本書ではどちらも性格概念と呼んで、特に区別しない。「太郎君は引っ込み思案であ
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る」というとき、「引っ込み思案」が性格概念である。「引っ込み思案」自体は具体的な行動ではなく、

目に見えない抽象的な概念である。引っ込み思案、恥ずかしがり、人見知りなどの性格概念を統合し

て「非社交性」と呼ぶ場合、この「非社交性」も性格概念であるし、非社交性を敏感性、非活動性な

どと統合して、「内向性」といった、より上位の概念に表した場合も、この「内向性」が性格概念で

ある。

 いっぽう、「太郎君は引っ込み思案である」という性格概念を用いた記述は、「太郎君は新しい友達

を作りたがらない」「授業中に発言することが少ない」「自分の意見をなかなか言わない」といった、

具体的な行動の観察あるいは測定に基づいている。これらの行動そのものは性格概念ではない。太郎

君が引っ込み思案であると（行動の観察または心理学的測定によって）わかった場合、こんどはその

性格概念から「太郎君が今後も新しい友達を作りたがらないだろう」「明日の授業でも発言しないだ

ろう」「自分の意見を言わないだろう」と予測できるとともに、観察には含まれないが性格概念の意

味範囲の中に存在する別の行動、たとえば「グループ旅行にも行きたがらない」ということも同様に

予測される。このような、ある個人にある性格概念が当てはめられる原因になる行動観察の中に含ま

れていたと思われる具体的な行動や、性格概念が当てはめられることによってその人の今後に予測さ

れるような具体的な行動のことを、本書では性格関連行動（personality-relevant behavior）とよぶ。 

出典：渡邊芳之 著『性格とはなんだったのか―心理学と日常概念』，新曜社，2010 年，pp.21-24

問１ この文章を 500～600 字で要約するとともに、心理学の研究で構成概念を扱ううえで重要と思

われることについてあなたの考えを、要約の文章部分と合わせて 800 字以内で記述しなさい。 

問２ あなたの研究計画を簡潔に述べ、その研究で何をどこまで明らかにできると考えるのかを、 

問 1 の自身の考えも踏まえながらなるべく具体的に 500 字以内で述べなさい。
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